


前期募集
推薦特別選抜学生募集要項

　現在、科学技術の進展と広がりは著しく、社会的要請として既存の学問体系の枠を超えた学際的学問分野及び新研究

分野の創造が望まれています。

　この視点から、本修士課程（工学領域）では、特色ある教育と研究の場の提供をめざして、各専門分野または各専門分

野を超えた学問・研究に取り組む積極的、意欲的な学生を対象に口述試験及び出願書類の審査による特別選抜を実施し

ます。

１　募 集 人 員

２　出 願 資 格
　次の各号のいずれかに該当する方で、出身大学等において優秀な成績を修め指導教員等から本人の能力について推薦

を得られる方、かつ、合格後に入学することを確約できる方

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条に定める大学を卒業した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学

希望者は、平成 26 年９月）までに卒業見込みの方

（２）学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された方又は短期大学若しくは高等専門学校の専攻科を

平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方で、平成 27 年３月（平成

26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに同法の規定により学士の学位を授与される見込みの方

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成

26 年９月）までに修了見込みの方

（４）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる

ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９

月）までに修了見込みの方

（５）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方（各省庁の「大学校」

等を卒業（修了）した方）

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年

10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方

（７）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したものと大学院において認めた方

【注】上記の（７）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行いますので、提出書類等に
　　  ついて５月 14 日（水）までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

３　出 願 手 続
（１）出願期間：平成 26 年６月９日（月）～６月 13 日（金）（期間厳守）

　　ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

　　イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から 16 時 30 分の間に受け付けます。

　　ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月 11 日（水）の消印まで有効とします。
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機械システム工学専攻 　２２人 

コンピュータ・メディア工学専攻 １８人

応用化学専攻  １７人

生命工学専攻  １１人

人間システム工学専攻 １２人 

 合　　　　計   ８０人

専　　攻　　名 募集人員
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　　外国人（留学生）の出願資格の審査
外国人（留学生）で入学を志願する方については、事前に出願資格の審査を行います。

出願資格の審査に必要な出願書類等（入学検定料を除く。）を取りそろえ、５月12日（月）から５月16日（金）まで

の間に必着するよう教学支援部入試課に提出してください。ただし、郵送の場合は、書留速達郵便とし、５月14日（水）

の消印まで有効とします。

なお、出願時点において、「２　出願資格」（１）の出願資格で志願する方 （国費、政府派遣、私費を問いません。）

については、出願資格の審査を免除します。

また、研究生（国費、政府派遣、私費）及び昨年度までの出願者で、既に本学において事前審査等を受けた方に

ついては、免除する場合がありますので、事前に教学支援部入試課にお問い合わせください。

　　　　なお、出願資格の審査結果は、５月 23 日（金）までに通知します。

（２）提出先：〒 400-8510　甲府市武田四丁目４－３７

    山梨大学教学支援部入試課

    電話　055-220-8046

４　出 願 書 類 等
　入学を志願する方は、下記の（１）志願者全員が提出する書類等、（２）特定の専攻を志願する方が提出する書類等、

（３）該当する志願者のみ提出する書類等を確認し、必要な書類等を全て揃えて提出してください。

（１）志願者全員が提出する書類等

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

①検定料受付

　証明書貼付票

　入学検定料

　 30,000 円

振込手続の際は、必ず金融機関（銀行又は郵便局）の領収印を押印した「検定料受付証

明書」を受領し、出願時に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）

を貼り付けて、提出してください。（【入学検定料払込等についての注意事項】参照）

②入学志願票

  受　験　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してください。

写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼り付けてくだ

さい。

③成績証明書 出身大学長等が作成したものを提出してください。

④卒業（見込）

　証明書

・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（２）により入学を志願する方は、学位授与証明書・学位授与申請受理証

明書（大学評価・学位授与機構が発行したもの）、又は学位授与申請予定証明書（在籍

学校長が発行したもの）を提出してください。

・本学を卒業見込みの方は不要です。

⑤推　薦　書

・出身大学等の指導教員等の推薦書（別紙様式２）を厳封して提出してください。

・人間システム工学専攻を除く各専攻では、本学を卒業した方及び卒業見込みの方の場　

合に、　②の入学志願票の指導教員欄の押印をもって、本書類に代えることができます。

⑥志望理由書 別紙様式３を提出してください。

⑦研究計画書 別紙様式４を提出してください。

⑧入 学 願 書

　提 出 者 票

　あ て 名 票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑨返信用封筒
本要項添付のものに、あて先を明記し、362 円切手を貼り付けてください。

持参する方は不要です。

（　　　　）
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（２）特定の専攻を志願する方が提出する書類等

（３）該当する志願者のみ提出する書類等

【入学検定料払込等についての注意事項】

１.（国内出願）日本国内で送金する場合

本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口で振込んでください。

（ＡＴＭでの振込は不可）

２.（国外出願）日本国外から送金する場合

送金時に必要な手数料（①振込銀行手数料【海外銀行分】と②支払銀行手数料【山梨中央銀行】の両方）は、全額

志願者本人が負担し、必ず本学の口座に入学検定料 30，000 円が入金されるように送金してください。また、振込

銀行が支払銀行の【山梨中央銀行】に直接送金できない場合、仲介する銀行の手数料も必要になります。

【振込方法】

　送金種類：電信送金

　支払方法：銀行振込

　送金額：30，000 円 + ①振込銀行手数料 +②支払銀行手数料 2，500 円 + ③仲介銀行手数料

　※１　手数料は、すべて依頼人負担であることを伝えてください。

　※２　①および③は取扱銀行により異なりますので、送金をおこなう銀行で確認してください。

【振込口座】

　銀行名：山梨中央銀行武田通支店

　住所：山梨県甲府市武田二丁目１１－１

　金融機関コード：ＹＣＨＢＪＰＪＴ

　預金種別：普通預金

　口座番号：６３０１８６

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑩ TOEIC 又は

TOEFL の成績

機械システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、応用化学専攻、人間システ

ム工学専攻への入学を志願する方は、下記のうちいずれかの書類を提出してください。

なお、出願時に提出できない場合は、試験当日に必ず原本を持参してください。

(１)TOEIC を受験された方は、TOEIC 公開テストの公式認定証 (Official Score Certificate）
又は TOEIC-IP テストのスコアレポートの写しを提出してください。ただし、いずれ

も平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参して

ください。

(２)TOEIC 公開テスト又は TOEIC-IP テストを未受験の方で、TOEFL-iBT 又は TOEFL-
PBT を受験されたことのある方は、その成績をもって代用することができます。受

験者用控えスコア (Examinee Score Report) の写しを提出してください。ただし、い

ずれも平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参

してください。

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑪住　民　票

国籍が日本国以外の方で、住民登録をしている方は、住居地の市区町村長が交付する住

民票を提出してください。

住民登録をしていない方は、旅券の写しを提出してください。

⑫そ　の　他 改姓により各証明書等の氏名が異なっている場合は、戸籍抄本を提出してください。

志　願　者　負　担　分

①振込銀行手数料

【海外銀行分】

日本への送金分

入学検定料

　30，000 円

②支払銀行手数料

　2，500 円【山梨中央銀行分】

③仲介銀行手数料

　【仲介銀行分】



－ 6－

　口座名義：国立大学法人　山梨大学（山梨県甲府市武田四丁目４－３７）

※　送金後、必ず外国送金依頼書のコピーを出願書類とともに提出してください。

※　日本国外からの送金は、入金確認作業等に時間がかかるため、出願期間までに入金確認ができるよう早めに振

込をしてください。

※　入金額が不足している場合は、出願を受付することができません。また、入金額が超過している場合は返金す

ることはできません。

出願書類の提出にあたっては、次の事項に注意してください。

（１）出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

  （指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

（２）出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

（３）出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

（４）出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

（５）提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことがあります。

（６）外国人（留学生）の提出書類中、英語以外の外国語で書かれた証明書等には、その日本語訳を添付してください。

５　選 抜 方 法
　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

（１）口述試験

志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

なお、口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

なお、コンピュータ・メディア工学専攻の口頭発表においては、プレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power 

Point 等）を用いてください。

　　・口述試験時間

（２）出願書類の審査

専　　　攻　　　名 口頭発表時間 試問時間 備　　考

機械システム工学専攻 １０分 ５分
書類選考により口述試験を短縮

する場合があります。

コンピュータ・メディア工学専攻 １０分 １５分　
書類審査の結果、口述試験を免

除する場合があります。

応用化学専攻 　５分 ７分

生命工学専攻 １０分 ５分

人間システム工学専攻 １０分 ５分



【配点】
　機械システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、応用化学専攻、人間システム工学専攻は、出願書類の審

査は TOEIC 又は TOEFL の成績を含みます。

（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 10 点満点で換算し、得点とします。

６　試験日時及び場所
（１）試験日時

　　機械システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻

　　応用化学専攻、生命工学専攻、人間システム工学専攻

（２）試験場

①機械システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、生命工学専攻、人間システム工学専攻

　　　：山梨大学　各専攻会議室等

　　　　（試験開始 20 分前までに甲府東キャンパスＡ－２号館１階ロビーに集合してください。）
②応用化学専攻

　　　：山梨大学甲府西キャンパス　総合研究棟内

　　　　（試験開始 20 分前までに総合研究棟１階ロビーに集合してください。）
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専　　　攻　　　名 口述試験 出願書類 合　計

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻 100 適・否 100

コンピュータ ･ メディア工学専攻 適・否 適・否

応 用 化 学 専 攻 100 適・否 100

生 命 工 学 専 攻 100 適・否 100

専　　　攻　　　名 口述試験 出願書類 合　計

人 間 シ ス テ ム 工 学 専 攻 70
（成績証明書）

20

（外国語）

10（注）
100

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

１３時３０分～

口　述　試　験

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時３０分～

口　述　試　験
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自己推薦特別選抜学生募集要項

　本修士課程（工学領域）では、特色ある教育と研究の場を学外にも門戸を広げて提供することをめざして、各専門分野

または各専門分野を超えた学問・研究に意欲的に励むことができ、かつ今後の積極的な研究学習の取り組みに対して特

に明確な自己推薦ができる学生を対象に口述試験及び出願書類の審査による特別選抜を実施します。

１　募 集 人 員

２　出 願 資 格
　次の各号のいずれかに該当する方、かつ、合格後に入学することを確約できる方

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条に定める大学を卒業した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学

希望者は、平成 26 年９月）までに卒業見込みの方

（２）学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された方又は短期大学若しくは高等専門学校の専攻科を

平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方で、平成 27 年３月（平成

26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに同法の規定により学士の学位を授与される見込みの方

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成

26 年９月）までに修了見込みの方

（４）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる

ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９

月）までに修了見込みの方

（５）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方（各省庁の「大学校」

等を卒業（修了）した方）

（６）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年

10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方

（７）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したものと大学院において認めた方

【注】上記の（７）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行いますので、提出書類等に
　　 ついて５月 14 日（水）までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

３　出 願 手 続
（１）出願期間：平成 26 年６月９日（月）～６月 13 日（金）（期間厳守）

　　ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

　　イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から 16 時 30 分の間に受け付けます。

　　ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月 11 日（水）の消印まで有効とします。

　　外国人（留学生）の出願資格の審査
外国人（留学生）で入学を志願する方については、事前に出願資格の審査を行います。

出願資格の審査に必要な出願書類等（入学検定料を除く。）を取りそろえ、５月12日（月）から５月16日（金）まで

専　　　攻　　　名 募集人員

若干人

若干人

若干人

機械システム工学専攻

生命工学専攻ワイン科学コース（ワイン人材生涯養成拠点）

人間システム工学専攻
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の間に必着するよう教学支援部入試課に提出してください。ただし、郵送の場合は、書留速達郵便とし、５月14日（水）

の消印まで有効とします。

なお、出願時点において、「２　出願資格」（１）の出願資格で志願する方 （国費、政府派遣、私費を問いません。）

については、出願資格の審査を免除します。

また、研究生（国費、政府派遣、私費）及び昨年度までの出願者で、既に本学において事前審査等を受けた方に

ついては、免除する場合がありますので、事前に教学支援部入試課にお問い合わせください。

なお、出願資格の審査結果は、５月 23 日（金）までに通知します。

（２）提出先：〒 400-8510　甲府市武田四丁目４－３７

    山梨大学教学支援部入試課

    電話　055-220-8046

４　出願書類等
　入学を志願する方は、下記の（１）志願者全員が提出する書類等、（２）特定の専攻を志願する方が提出する書類等、

（３）該当する志願者のみ提出する書類等を確認し、必要な書類等を全て揃えて提出してください。

（１）志願者全員が提出する書類等

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

①検定料受付

　証明書貼付票

　入学検定料

　 30,000 円

振込手続の際は、必ず金融機関（銀行又は郵便局）の領収印を押印した「検定料受付証明書」

を受領し、出願時に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）を貼り

付けて、提出してください。（【入学検定料払込等についての注意事項】参照）

②入学志願票

  受　験　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してください。

写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼り付けてくだ

さい。

③成績証明書 出身大学長等が作成したものを提出してください。

④卒業（見込）

　証明書

・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（２）により入学を志願する方は、学位授与証明書・学位授与申請受理証

明書（大学評価・学位授与機構が発行したもの）、又は学位授与申請予定証明書（在籍

学校長が発行したもの）を提出してください。

・本学を卒業見込みの方は不要です。

⑤自己推薦書 別紙様式２を提出してください。

⑥志望理由書 別紙様式３を提出してください。

⑦研究計画書 別紙様式４を提出してください。

⑧入 学 願 書

　提 出 者 票

　あ て 名 票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑨返信用封筒
本要項添付のものに、あて先を明記し、362 円切手を貼り付けてください。

持参する方は不要です。

（　　　　）
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（２）特定の専攻を志願する方が提出する書類等

（３）該当する志願者のみ提出する書類等

【入学検定料払込等についての注意事項】

１.（国内出願）日本国内で送金する場合

本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口で振込んでください。

（ＡＴＭでの振込は不可）

２.（国外出願）日本国外から送金する場合

送金時に必要な手数料（①振込銀行手数料【海外銀行分】と②支払銀行手数料【山梨中央銀行】の両方）は、全額

志願者本人が負担し、必ず本学の口座に入学検定料 30，000 円が入金されるように送金してください。また、振込

銀行が支払銀行の【山梨中央銀行】に直接送金できない場合、仲介する銀行の手数料も必要になります。

【振込方法】

　送金種類：電信送金

　支払方法：銀行振込

　送金額：30，000 円 + ①振込銀行手数料 +②支払銀行手数料 2，500 円 + ③仲介銀行手数料

　※１　手数料は、すべて依頼人負担であることを伝えてください。

　※２　①および③は取扱銀行により異なりますので、送金をおこなう銀行で確認してください。

【振込口座】

　銀行名：山梨中央銀行武田通支店

　住所：山梨県甲府市武田二丁目１１－１

　金融機関コード：ＹＣＨＢＪＰＪＴ

　預金種別：普通預金

　口座番号：６３０１８６

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑩ TOEIC 又は

TOEFL の成績

機械システム工学専攻、人間システム工学専攻への入学を志願する方は、下記のうちい

ずれかの書類を提出してください。

なお、出願時に提出できない場合は、試験当日に必ず原本を持参してください。

(１)TOEIC を受験された方は、TOEIC 公開テストの公式認定証 (Official Score Certificate）
又は TOEIC-IP テストのスコアレポートの写しを提出してください。ただし、いずれ

も平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参して

ください。

(２)TOEIC 公開テスト又は TOEIC-IP テストを未受験の方で、TOEFL-iBT 又は TOEFL-
PBT を受験されたことのある方は、その成績をもって代用することができます。受

験者用控えスコア (Examinee Score Report) の写しを提出してください。ただし、い

ずれも平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参

してください。

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑪住　民　票

国籍が日本国以外の方で、住民登録をしている方は、住居地の市区町村長が交付する住

民票を提出してください。

住民登録をしていない方は、旅券の写しを提出してください。

⑫そ　の　他 改姓により各証明書等の氏名が異なっている場合は、戸籍抄本を提出してください。

志　願　者　負　担　分

①振込銀行手数料

【海外銀行分】

日本への送金分

入学検定料

　30，000 円

②支払銀行手数料

　2，500 円【山梨中央銀行分】

③仲介銀行手数料

　【仲介銀行分】
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　口座名義：国立大学法人　山梨大学（山梨県甲府市武田四丁目４－３７）

※　送金後、必ず外国送金依頼書のコピーを出願書類とともに提出してください。

※　日本国外からの送金は、入金確認作業等に時間がかかるため、出願期間までに入金確認ができるよう早めに振

込をしてください。

※　入金額が不足している場合は、出願を受付することができません。また、入金額が超過している場合は返金す

ることはできません。

出願書類の提出にあたっては、次の事項に注意してください。

（１）出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

　　（指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

（２）出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

（３）出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

（４）出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

（５）提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことがあります。

（６）外国人（留学生）の提出書類中、英語以外の外国語で書かれた証明書等には、その日本語訳を添付してください。

５　選 抜 方 法
　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

（１）口述試験

　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

　特に、生命工学専攻ワイン科学コース（ワイン人材生涯養成拠点）においては、目的意識、勉学意識、論理的思考力、

基礎的素養、大学等学部で学習した成果などに着目して総合的に評価します。

　なお、口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　　・口述試験時間

（２）出願書類の審査

【配点】
　機械システム工学専攻、人間システム工学専攻は、出願書類の審査に TOEIC 又は TOEFL の成績を含みます。

（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 10 点満点で換算し、得点とします。

機械システム工学専攻 １０分 ５分

生命工学専攻ワイン科学コース １０分 １０分
　（ワイン人材生涯養成拠点）

人間システム工学専攻 １０分 １０分

専　　　攻　　　名 口頭発表時間 試問時間

専　　　攻　　　名 口述試験 出願書類 合　計

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻 100 適・否 100

生 命 工 学 専 攻 ワ イ ン 科 学 コ ー ス

（ ワ イ ン 人 材 生 涯 養 成 拠 点 ）
70 30 100

専　　　攻　　　名 口述試験 出願書類 合　計

人 間 シ ス テ ム 工 学 専 攻 70
（成績証明書）

20

（外国語）

10（注）
100
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６　試験日時及び場所
（１）試験日時

　　機械システム工学専攻

　　生命工学専攻ワイン科学コース（ワイン人材生涯養成拠点）

　　人間システム工学専攻

（２）試験場

　　①機械システム工学専攻、人間システム工学専攻

　　　　：山梨大学　各専攻会議室等

　　　　　　（試験開始 20 分前までに甲府東キャンパスＡ - ２号館１階ロビーに集合してください。）
　　②生命工学専攻ワイン科学コース（ワイン人材生涯養成拠点）

　　　　：山梨大学大学院医学工学総合研究部附属ワイン科学研究センター１階講義室

　　　　　　（試験開始 20 分前までにワイン科学研究センター１階会議室に集合してください。）

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

１３時３０分～

口　述　試　験

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時００分～

口　述　試　験

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時３０分～

口　述　試　験
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一般選抜学生募集要項

１　募 集 人 員　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　出 願 資 格
　次の各号のいずれかに該当する方

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条に定める大学を卒業した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学

希望者は、平成 26 年９月）までに卒業見込みの方

（２）学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された方又は短期大学若しくは高等専門学校の専攻科を

平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方で、平成 27 年３月（平成

26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに同法の規定により学士の学位を授与される見込みの方

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成

26 年９月）までに修了見込みの方

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 

16 年の課程を修了した方

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる

ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年 10 月入学希望者は、平成 26 年９

月）までに修了見込みの方

（６）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方（各省庁の「大学校」

等を卒業（修了）した方）

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方又は平成 27 年３月（平成 26 年

10 月入学希望者は、平成 26 年９月）までに修了見込みの方

（８）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したものと大学院において認めた方

（９）大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方で、入学の

時点で 22 歳に達している方

【注】上記の（８）又は（９）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行いますので、提出          
        書類等について５月 14 日（水）までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

機械システム工学専攻 　８人

電気電子システム工学専攻 ２３人

コンピュータ・メディア工学専攻 ９人

土木環境工学専攻　  ２１人 

応用化学専攻  ８人

生命工学専攻  ６人

持続社会形成専攻  １２人

人間システム工学専攻 ５人

組込み型統合システム開発教育プログラム ９人 

国際流域環境科学特別教育プログラム ８人 

  １５人 

 合　　　　計   １２４人

専　 攻　 等　 名 募集人員

グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム
〔博士課程教育リーディングプログラム（５年一貫）〕
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３　出 願 手 続
（１）出願期間：平成 26 年６月９日（月）～６月 13 日（金）（期間厳守）

　　ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

　　イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から 16 時 30 分の間に受け付けます。

　　ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月 11 日（水）の消印まで有効とします。

　　外国人（留学生）の出願資格の審査
外国人（留学生）で入学を志願する方については、事前に出願資格の審査を行います。

出願資格の審査に必要な出願書類等（入学検定料を除く。）を取りそろえ、５月12日（月）から５月16日（金）まで

の間に必着するよう教学支援部入試課に提出してください。ただし、郵送の場合は、書留速達郵便とし、５月14日（水）

の消印まで有効とします。

なお、出願時点において、「２　出願資格」（１）の出願資格で志願する方 （国費、政府派遣、私費を問いません。）

については、出願資格の審査を免除します。

また、研究生（国費、政府派遣、私費）及び昨年度までの出願者で、既に本学において事前審査等を受けた方に

ついては、免除する場合がありますので、事前に教学支援部入試課にお問い合わせください。

　　　　なお、出願資格の審査結果は、５月 23 日（金）までに通知します。

（２）提出先：〒 400-8510　甲府市武田四丁目４－３７

    山梨大学教学支援部入試課

    電話　055-220-8046

４　出 願 書 類 等
　入学を志願する方は、下記の（１）志願者全員が提出する書類等、（２）特定の専攻・プログラムを志願する方が提出

する書類等、（３）該当する志願者のみ提出する書類等を確認し、必要な書類等を全て揃えて提出してください。

（１）志願者全員が提出する書類等

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

①検定料受付

　証明書貼付票

　入学検定料

　 30,000 円

振込手続の際は、必ず金融機関（銀行又は郵便局）の領収印を押印した「検定料受付証明書」

を受領し、出願時に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）を貼り

付けて、提出してください。（【入学検定料払込等についての注意事項】参照）

②入学志願票

  受　験　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してください。

写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼り付けてくだ

さい。

③成績証明書 出身大学長等が作成したものを提出してください。

④卒業（見込）

　証明書

・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（２）により入学を志願する方は、学位授与証明書・学位授与申請受理証

明書（大学評価・学位授与機構が発行したもの）、又は学位授与申請予定証明書（在籍

学校長が発行したもの）を提出してください。

・本学を卒業見込みの方は不要です。

⑤入 学 願 書

　提 出 者 票

　あ て 名 票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑥返信用封筒
本要項添付のものに、あて先を明記し、362 円切手を貼り付けてください。

持参する方は不要です。

（　　　　）



（２）特定の専攻・プログラムを志願する方が提出する書類等

（３）該当する志願者のみ提出する書類等

【入学検定料払込等についての注意事項】

１.（国内出願）日本国内で送金する場合

本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口で振込んでください。

（ＡＴＭでの振込は不可）

２.（国外出願）日本国外から送金する場合

送金時に必要な手数料（①振込銀行手数料【海外銀行分】と②支払銀行手数料【山梨中央銀行】の両方）は、全額

志願者本人が負担し、必ず本学の口座に入学検定料 30，000 円が入金されるように送金してください。また、振込

銀行が支払銀行の【山梨中央銀行】に直接送金できない場合、仲介する銀行の手数料も必要になります。

【振込方法】

　送金種類：電信送金

　支払方法：銀行振込

－ 15 －

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑦ TOEIC 又は

TOEFL の成績

電気電子システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、土木環境工学専攻、応

用化学専攻、持続社会形成専攻、人間システム工学専攻、組込み型統合システム開発教

育プログラム、国際流域環境科学特別教育プログラムへの入学を志願する方は、下記の

うちいずれかの書類を提出してください。

なお、出願時に提出できない場合は、試験当日に必ず原本を持参してください。

(１)TOEIC を受験された方は、TOEIC 公開テストの公式認定証 (Official Score Certificate）
又は TOEIC-IP テストのスコアレポートの写しを提出してください。ただし、いずれ

も平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参して

ください。

(２)TOEIC 公開テスト又は TOEIC-IP テストを未受験の方で、TOEFL-iBT 又は TOEFL-
PBT を受験されたことのある方は、その成績をもって代用することができます。受

験者用控えスコア (Examinee Score Report) の写しを提出してください。ただし、い

ずれも平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参

してください。

⑧志望理由書

電気電子システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、土木環境工学専攻、応

用化学専攻、持続社会形成専攻、人間システム工学専攻、組込み型統合システム開発教

育プログラム、国際流域環境科学特別教育プログラム、グリーンエネルギー変換工学特

別教育プログラムへ入学を志願する方は、別紙様式２を提出してください。

⑨研究計画書

電気電子システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、土木環境工学専攻、応

用化学専攻、持続社会形成専攻、人間システム工学専攻、組込み型統合システム開発教

育プログラム、国際流域環境科学特別教育プログラム、グリーンエネルギー変換工学特

別教育プログラムへ入学を志願する方は、別紙様式３を提出してください。

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑩住　民　票

国籍が日本国以外の方で、住民登録をしている方は、住居地の市区町村長が交付する住

民票を提出してください。

住民登録をしていない方は、旅券の写しを提出してください。

⑪そ　の　他 改姓により各証明書等の氏名が異なっている場合は、戸籍抄本を提出してください。

志　願　者　負　担　分

①振込銀行手数料

【海外銀行分】

日本への送金分

入学検定料

　30，000 円

②支払銀行手数料

　2，500 円【山梨中央銀行分】

③仲介銀行手数料

　【仲介銀行分】
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　送金額：30，000 円 + ①振込銀行手数料 +②支払銀行手数料 2，500 円 + ③仲介銀行手数料

　※１　手数料は、すべて依頼人負担であることを伝えてください。

　※２　①および③は取扱銀行により異なりますので、送金をおこなう銀行で確認してください。

【振込口座】

　銀行名：山梨中央銀行武田通支店

　住所：山梨県甲府市武田二丁目１１－１

　金融機関コード：ＹＣＨＢＪＰＪＴ

　預金種別：普通預金

　口座番号：６３０１８６

　口座名義：国立大学法人　山梨大学（山梨県甲府市武田四丁目４－３７）

※　送金後、必ず外国送金依頼書のコピーを出願書類とともに提出してください。

※　日本国外からの送金は、入金確認作業等に時間がかかるため、出願期間までに入金確認ができるよう早めに振

込をしてください。

※　入金額が不足している場合は、出願を受付することができません。また、入金額が超過している場合は返金す

ることはできません。

出願書類の提出にあたっては、次の事項に注意してください。

（１）出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

　　（指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

（２）出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

（３）出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

（４）出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

（５）提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことがあります。

（６）外国人（留学生）の提出書類中、英語以外の外国語で書かれた証明書等には、その日本語訳を添付してください。

５　選 抜 方 法　

各専攻・教育プログラムの選抜方法については、次の事項に注意してください。

（１）出願書類の受付後は、志望専攻・教育プログラム及び受験科目の変更は認めません。

（２）基礎及び専門科目の筆記試験においては、電卓を使用することが可能です。

（３）辞書及び参考書等の持ち込みは一切認めません。

（４）20 ページに配点を記載しています。

＜機械システム工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、筆記試験、口述試験、出身大学等学部の成績証明書等の審査結果を総合して判定し、

合格者を決定します。

　（１）筆記試験（数学）

　　線形代数、微分積分、微分方程式の分野から出題する。

　（２）筆記試験（外国語）

　　　試験科目は英語とします。

　　　ただし、外国人（留学生）に対する科目は日本語又は英語とします。

　　　出題内容は機械工学に関連したものです。



　（３）口述試験（10 分）

　　機械工学分野に関連した試問を行います。

　（４）出願書類の審査

＜電気電子システム工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由及び入学後の研究計画について、10 分間で口頭発表してください。口頭発表の内容、及び関連する基

　　礎学力・専門知識等に関して試問します。

　　（注）口頭発表にはプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査

＜コンピュータ・メディア工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、筆記試験、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（出願書類の審査結果により口述試験を免除する場合があります。その場合は事前に連絡します。）

　（１）筆記試験（専門科目）

　　情報数学、プログラミング、アルゴリズムとデータ構造、計算機アーキテクチャ、データベース、OS、コンピュー

　　タネットワーク、ソフトウエア工学のうちから５分野を試験場で選択する。

　（２）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 15 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。志望理由書と研究計画書は、技術的観点

　　を中心にして論理的に展開して記述してください。

　　（注）口頭発表にはプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（ノートパソコンを持参してください。）

　（３）出願書類の審査

＜土木環境工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容及び専門科目等に関連して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査
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＜応用化学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間５分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容及び専門科目等に関連して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査

＜生命工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、筆記試験、口述試験、出身大学等学部の成績証明書等の審査結果を総合して判定し、　

　合格者を決定します。

　（１）筆記試験（専門科目）

　　微生物学、生化学、有機化学、生物化学工学の４科目のうちから２科目を出願時に選択する。 

　（２）筆記試験（外国語）

　　　試験科目は英語とします。　

　　　ただし、外国人（留学生）に対する科目は日本語又は英語とします。

　　　出題内容は専門科目に関連したものです。

　（３）口述試験（10 分）

　　専門科目等に関連して試問します。

　（４）出願書類の審査

＜持続社会形成専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

　　（注）口頭発表には書画カメラ又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

（MS-Power Point 用ファイルは USB メモリか CD に入れて持参してください。その他のプレゼンテーション

ソフトウエアを用いたい場合は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査
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＜人間システム工学専攻＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査

＜組込み型統合システム開発教育プログラム＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。（出願書類

　の審査結果により口述試験を免除する場合があります。その場合は事前に連絡します。）

　（１）口述試験（口頭発表時間 15 分、試問時間 15 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査

＜国際流域環境科学特別教育プログラム＞

　　入学者の選抜にあたっては、口述試験及び出願書類の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　（１）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表の内容に関して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　　　　（プレゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（２）出願書類の審査
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くグリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム＞

　　入学者の選抜にあたっては、筆記試験、口述試験、出身大学等学部の成績証明書等の審査結果を総合して判定し、　

　合格者を決定します。

　（１）筆記試験（基礎及び専門科目）

　　(基礎及び専門科目 )

　　出願時に下記の科目群Ｉ～Ⅲのうちから１つの科目群を申し出てください。

　　科目群Ｉ：化学Ａ、化学Ｂ

　　科目群Ⅱ：物理、機械材料学

　　科目群Ⅲ：物理、電磁気学・電子物性

　　（注）

　　 １.化学Ａの出題内容は、熱力学、相平衡、化学反応速度、原子と分子の電子構造などです。

　　 ２.化学Ｂの出題内容は、分光・回折、結晶構造、無機材料の電子構造と性質、電解質溶液、化学電池などです。

　　 ３.物理の出題内容は、力と運動の分野で、簡単な微分方程式の内容を含みます。

　　 ４.機械材料学の出題内容は、結晶の構造と欠陥、状態図と組織、材料の変形と加工などです。

　　 ５.電磁気学・電子物性の出題内容は、静電界・静磁界、電磁誘導、エネルギーバンド、キャリアの運動などです。

　　 ６.関数電卓を持参してください。

　（２）筆記試験（外国語）

　　　試験科目は英語とします。

　　　ただし、外国人（留学生）に対する科目は日本語又は英語とします。

　　　出題内容は専門科目に関連したものです。

　（３）口述試験（口頭発表時間 10 分、試問時間 10 分）

　　志望理由書と研究計画書に基づく口頭発表及び発表内容に関連して試問します。

　　（注）口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用コンピュータソフトウエア（MS-Power Point 等）を用い

　　　 てください。

　　　　（プレゼンテーション用コンピュータソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　（４）出願書類の審査

【配点】

専　攻　等　名 筆記試験 口述試験 出願書類 合　計

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻
（数学）

100

（外国語）

100
適・否

（成績証明書）

適・否
200

生 命 工 学 専 攻
（専門科目）

200

（外国語）

100
100

（成績証明書）

適・否
400

グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム
（基礎及び専門科目）

200

（外国語）

100
100

（成績証明書）

適・否
400



－ 21 －

（注）出願書類の審査には TOEIC 又は TOEFL の成績を含みます。

（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 100 点満点で換算し、得点とします。

（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 10 点満点で換算し、得点とします。

（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 15 点満点で換算し、得点とします。

６　試験日時及び場所
（１）試験日時

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～11 時

筆　記　試　験
（数学及び外国語）

13 時 30 分～15 時 30 分

口　述　試　験

機械システム工学専攻

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

電気電子システム工学専攻

専　攻　等　名 筆記試験 口述試験 出願書類 合　計

コンピュータ・メディア工学専攻
（専門科目）

350
適・否

（成績証明書）

適・否

（外国語）

100（注）
450

専　攻　等　名 口述試験 出願書類 合　計

人 間 シ ス テ ム 工 学 専 攻 70
（成績証明書）

20

（外国語）

10（注）
100

専　攻　等　名 口述試験 出願書類 合　計

国際流域環境科学特別教育プログラム 75
（成績証明書）

10

（外国語）

15（注）
100

専　攻　等　名 口述試験 出願書類 合　計

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 専 攻 15 適・否 15

土 木 環 境 工 学 専 攻 60 40 100

応 用 化 学 専 攻 100 適・否 100

持 続 社 会 形 成 専 攻 90 適・否 90

組込み型統合システム開発教育プログラム 30 適・否 30

９時 30 分～12 時

筆　記　試　験
（専門科目）

13 時 30 分～

口　述　試　験

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

コンピュータ・メディア工学専攻
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試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

人間システム工学専攻

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

組込み型統合システム開発教育プログラム

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

国際流域環境科学特別教育プログラム

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～11 時 30 分

筆　記　試　験
（基礎及び専門科目）

11 時 40 分～12 時 30 分

筆　記　試　験
（外国語）

13 時 30 分～

口　述　試　験

グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

持続社会形成専攻

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～12 時

筆　記　試　験
（専門科目及び外国語）

13 時 30 分～

口　述　試　験

生命工学専攻

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

応用化学専攻

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

土木環境工学専攻

９時 30 分～

口　述　試　験
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（２）試験場

　　（集合場所は下記のとおりですが、詳細については各専攻等から別途連絡いたします。）　

　　①機械システム工学専攻：山梨大学甲府東キャンパス　Ａ－２号館１階　Ａ２－ 11 教室

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までにＡ２－ 11 教室に集合してください。）

　　②電気電子システム工学専攻、土木環境工学専攻、人間システム工学専攻、

　　　組込み型統合システム開発教育プログラム、国際流域環境科学特別教育プログラム

　　　　　　　　　：山梨大学　各専攻会議室等

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までに甲府東キャンパスＡ－２号館１階ロビーに集合してください。）

　　③コンピュータ・メディア工学専攻：山梨大学甲府東キャンパス　Ａ－２号館２階　Ａ２－ 21 教室

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までにＡ２－ 21 教室に集合してください。）

　　④応用化学専攻：山梨大学甲府西キャンパス　総合研究棟内

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までに総合研究棟１階ロビーに集合してください。）

　　⑤生命工学専攻：山梨大学甲府東キャンパス　Ｔ－１号館８階　804 会議室

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までに 804 会議室に集合してください。）

　　⑥持続社会形成専攻：山梨大学甲府東キャンパス　Ｔ－１号館２階　Ｔ１－ 22 教室

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までにＴ１－ 22 教室に集合してください。）

　　⑦グリーンエネルギー変換工学特別教育プログラム：山梨大学甲府東キャンパス　Ｂ－２号館１階　Ｂ２－ 11 教室

　　　　　　　　　 （試験開始 20 分前までにＢ２－ 11 教室に集合してください。）

7　そ　の　他
（１）前年度以前の試験問題は、ホームページ（http://www.yamanashi.ac.jp）で公表しています。

（２）コンピュータ・メディア工学専攻に関しては、筆記試験の出題分野に関する補足情報を当該専攻のホームページ

（http://www.cs.yamanashi.ac.jp/graduate/entrance/index.html）で公表しています。
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社会人特別選抜学生募集要項

　各種の研究・教育・行政機関又は企業等に勤務する方を対象に、筆記試験を免除して特別選抜による学生募集を実施

します。

１　募 集 人 員

２　出 願 資 格
　各種の研究機関、教育機関又は企業等において２年以上（平成27年３月（平成 26年 10月入学希望者は、平成 26年９月）

までの間）の勤務経験を有し、次の各号のいずれかに該当する方

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条に定める大学を卒業した方

（２）学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された方

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における

16 年の課程を修了した方

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる

ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方

（６）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方（各省庁の「大学校」

等を卒業（修了）した方）

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方

（８）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したものと大学院において認めた方

（９）大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方で、入学の

時点で 22 歳に達している方

【注】上記の（８）又は（９）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行いますので、提出書
        類等について５月 14 日 ( 水 ) までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

機械システム工学専攻 　若干人

電気電子システム工学専攻 若干人

コンピュータ・メディア工学専攻 若干人

土木環境工学専攻　  若干人 

応用化学専攻  若干人

生命工学専攻  若干人

持続社会形成専攻  若干人

人間システム工学専攻 若干人

組込み型統合システム開発教育プログラム 若干人 

国際流域環境科学特別教育プログラム 若干人 

専　 攻　 等　 名 募集人員
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３　出 願 手 続
（１）出願期間：平成 26 年６月９日（月）～６月 13 日（金）（期間厳守）

　　ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

　　イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から 16 時 30 分の間に受け付けます。

　　ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月 11 日（水）の消印まで有効とします。

（２）提出先：〒 400-8510　甲府市武田四丁目４－３７

    山梨大学教学支援部入試課

    電話　055-220-8046

４　出願書類等
　入学を志願する方は、下記の（１）志願者全員が提出する書類等、（２）特定の専攻・プログラムを志願する方が提出

する書類等、（３）該当する志願者のみ提出する書類等を確認し、必要な書類等を全て揃えて提出してください。

（１）志願者全員が提出する書類等

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

①検定料受付

　証明書貼付票

　入学検定料

　 30,000 円

振込手続の際は、必ず金融機関（銀行又は郵便局）の領収印を押印した「検定料受付証明書」

を受領し、出願時に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）を貼り

付けて、提出してください。（【入学検定料払込等についての注意事項】参照）

②入学志願票

  受　験　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してください。

写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼り付けてくだ

さい。

③成績証明書 出身大学長等が作成したものを提出してください。

④卒業証明書
・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（２）により入学を志願する方は、学位授与証明書を提出してください。

⑤研究計画書 別紙様式２を提出してください。

⑥入 学 願 書

　提 出 者 票

　あ て 名 票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑦返信用封筒
本要項添付のものに、あて先を明記し、362 円切手を貼り付けてください。

持参する方は不要です。

（　　　　）
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（２）特定の専攻・プログラムを志願する方が提出する書類等

 （３）該当する志願者のみ提出する書類等

【入学検定料払込等についての注意事項】

　本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口で振込んでください。

　（ＡＴＭでの振込は不可）

出願書類の提出にあたっては、次の事項に注意してください。

（１）出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

　　（指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

（２）出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

（３）出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

（４）出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

（５）提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことがあります。

５　選 抜 方 法
　入学者の選抜にあたっては、研究業績（学術論文、研究報告、学会等における発表、卒業論文、著書、特許等）、口述

試験（研究計画書に基づく内容等についての試問）の審査結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　また、口頭発表にはＯＨＰ原稿又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。（プ

レゼンテーション用ソフトウエア等を利用する方は、ノートパソコンを持参してください。）

　なお、電気電子システム工学専攻及びコンピュータ・メディア工学専攻の口頭発表においては、プレゼンテーション

用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

　持続社会形成専攻の口頭発表においては、書画カメラ又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を

用いてください。（MS-Power Point用ファイルはUSBメモリかCDに入れて持参してください。その他のプレゼンテーショ

ンソフトウエアを用いたい場合は、ノートパソコンを持参してください。）

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑧ TOEIC 又は

TOEFL の成績

機械システム工学専攻、電気電子システム工学専攻、応用化学専攻、組込み型統合シス

テム開発教育プログラム、国際流域環境科学特別教育プログラムへの入学を志願する方

は、下記のうちいずれかの書類を提出してください。

なお、出願時に提出できない場合は、試験当日に必ず原本を持参してください。

(１)TOEIC を受験された方は、TOEIC 公開テストの公式認定証 (Official Score Certificate）
又は TOEIC-IP テストのスコアレポートの写しを提出してください。ただし、いずれ

も平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参して

ください。

(２)TOEIC 公開テスト又は TOEIC-IP テストを未受験の方で、TOEFL-iBT 又は TOEFL-
PBT を受験されたことのある方は、その成績をもって代用することができます。受

験者用控えスコア (Examinee Score Report) の写しを提出してください。ただし、い

ずれも平成 23 年７月以降に受験したものに限ります。なお、原本を試験当日に持参

してください。

⑨志望理由書

持続社会形成専攻、組込み型統合システム開発教育プログラム、国際流域環境科学特別

教育プログラムへ入学を志願する方は、別紙様式３を提出してください。（他の専攻は不

要です。）

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑩研究業績調書
別紙様式４に卒業論文、学術論文等を有する方のみ記入をし、原則として別刷及び業績

概要を添付してください。

⑪そ　の　他 改姓により各証明書等の氏名が異なっている場合は、戸籍抄本を提出してください。
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　　・口述試験時間

【配点】

　機械システム工学専攻、電気電子システム工学専攻、応用化学専攻、組込み型統合システム開発教育プログラムは、

出願書類の審査に TOEIC 又は TOEFL の成績を含みます。

専　攻　等　名 口述試験 出願書類 合　計

機 械 シ ス テ ム 工 学 専 攻 100 適・否 100

電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 専 攻 15 適・否 15

コンピュータ ･ メディア工学専攻 適・否 適・否

土 木 環 境 工 学 専 攻 適・否 適・否

応 用 化 学 専 攻 100 適・否 100

生 命 工 学 専 攻 100 適・否 100

持 続 社 会 形 成 専 攻 90 適・否 90

人 間 シ ス テ ム 工 学 専 攻 100 適・否 100

組 込 み 型 統 合 シ ス テ ム

開 発 教 育 プ ロ グ ラ ム
30 適・否 30

機械システム工学専攻 １０分 ５分

電気電子システム工学専攻 １０分 １０分

コンピュータ・メディア工学専攻 １０分 １５分

土木環境工学専攻 １０分 ５分

応用化学専攻 １０分 １０分

生命工学専攻 １０分 ５分

持続社会形成専攻 １０分 １０分

人間システム工学専攻 １０分 １０分

組込み型統合システム開発教育プログラム １５分 １５分

国際流域環境科学特別教育プログラム １０分 １０分

専　 攻　 等　 名 口頭発表時間 試問時間
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（注）出願時に提出された TOEIC もしくは TOEFL の成績を 15 点満点で換算し、得点とします。

６　試験日時及び場所
（１）試験日時

（２）試験場  

　　　山梨大学　各専攻会議室等

　　　（志願者には、各専攻等の責任者から別途連絡します。）

７　そ　の　他
　外国人留学生は、一般選抜試験を受験してください。

専　攻　等　名 口述試験 出願書類 合　計

国際流域環境科学特別教育プログラム 75
（成績証明書等）

10

（外国語）

15（注）
100

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

機械システム工学専攻、電気電子システム工学専攻、コンピュータ・メディア工学専攻、生命工学専攻、組込み

型統合システム開発教育プログラム

13 時 30 分～

口　述　試　験

土木環境工学専攻、応用化学専攻、持続社会形成専攻、人間システム工学専攻、国際流域環境科学特別教育プログラム

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験
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社会人特別選抜１年コース学生募集要項

　各種の研究・教育・行政機関又は企業等に勤務する方を対象に、筆記試験を免除して特別選抜による学生募集を実施

します。

１　募 集 人 員

　　（注）持続社会形成専攻１年コースは、１年間（短期在学）で修士（学術）の学位を取得するコースです。

２　出 願 資 格
　各種の研究機関、教育機関、行政機関又は企業等において２年以上（平成 27年３月（平成 26年 10 月入学希望者は、平

成 26年９月）までの間）の勤務経験を有し、現在も勤務する方で、入学後もその身分を有し、次の各号のいずれかに該当

する方

（１）学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号）第 83 条に定める大学を卒業した方

（２）学校教育法第 104 条第４項の規定により学士の学位を授与された方

（３）外国において学校教育における 16 年の課程を修了した方

（４）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における

16 年の課程を修了した方

（５）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了したとされる

ものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学

大臣が別に指定するものの当該課程を修了した方

（６）文部科学大臣が大学院の入学に関し、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方（各省庁の「大学校」

等を卒業（修了）した方）

（７）専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）

で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した方

（８）大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における 15 年の課程を修了し所定の単位を優れた成績をもっ

て修得したものと大学院において認めた方

（９）大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した方と同等以上の学力があると認めた方で、入学の

時点で 22 歳に達している方

【注】上記の（８）又は（９）により入学を志願しようとする方については、事前に出願資格の審査を行いますので、提出          

        書類等について５月 14 日（水）までに教学支援部入試課に問い合わせてください。

３　出 願 手 続
（１）出願期間：平成 26 年６月９日（月）～６月 13 日（金）（期間厳守）

　　ア　本要項添付の「出願用封筒」を使用してください。

　　イ　持参の場合は、出願期間中の毎日９時から 16 時 30 分の間に受け付けます。

　　ウ　郵送の場合は、書留速達郵便とし、６月 11 日（水）の消印まで有効とします。

（２）提出先：〒 400-8510　甲府市武田四丁目４－３７

    山梨大学教学支援部入試課

    電話　055-220-8046

専　　　攻　　　名 募集人員

２人持続社会形成専攻
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４　出願書類等
　入学を志願する方は、下記の（１）志願者全員が提出する書類等、（２）該当する志願者のみ提出する書類等を確認し、

必要な書類等を全て揃えて提出してください。

（１）志願者全員が提出する書類等

（２）該当する志願者のみ提出する書類等

【入学検定料払込等についての注意事項】

 本要項添付の「指定振込用紙」を使用し、金融機関（銀行又は郵便局）の窓口で振込んでください。

 （ＡＴＭでの振込は不可）

出願書類の提出にあたっては、次の事項に注意してください。

（１）出願に先だって、希望する指導教員と事前打合せを十分に行ってください。

　　（指導教員の連絡先については、教学支援部入試課に照会してください。）

（２）出願書類の受付後は、書類の返却及び入学検定料の返還はしません。

（３）出願手続等に不明の点があれば、教学支援部入試課に照会してください。

（４）出願手続後は、記載事項の変更は認められません。

（５）提出書類の記載事項と事実が相違していることが判明した場合には、入学を取り消すことがあります。

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

①検定料受付

　証明書貼付票

　入学検定料

　 30,000 円

振込手続の際は、必ず金融機関（銀行又は郵便局）の領収印を押印した「検定料受付証明書」

を受領し、出願時に「検定料受付証明書貼付票」に「検定料受付証明書」（原本）を貼り

付けて、提出してください。（【入学検定料払込等についての注意事項】参照）

②入学志願票

  受　験　票

入学志願票については、別紙様式１（裏面にも）に必要事項を記入してください。

写真は、出願前３か月以内に撮影した正面上半身無帽のものを指定欄に貼り付けてくだ

さい。

③成績証明書 出身大学長等が作成したものを提出してください。

④卒業証明書
・出身大学長等が作成したものを提出してください。

・出願資格の（２）により入学を志願する方は、学位授与証明書を提出してください。

⑤研究計画書
別紙様式２を提出してください。

（修士論文の計画及び準備状況を記入してください。）

⑥志望理由書 別紙様式３を提出してください。

⑦入 学 願 書

　提 出 者 票

　あ て 名 票

本要項添付のものに、必要事項を記入してください。

⑧返信用封筒
本要項添付のものに、あて先を明記し、362 円切手を貼り付けてください。

持参する方は不要です。

（　　　　）

出願書類等 摘　　　　　　　　　　　　要

⑨研究業績調書
別紙様式４に卒業論文、学術論文等を有する方のみ記入をし、原則として別刷及び業績

概要を添付してください。

⑩そ　の　他 改姓により各証明書等の氏名が異なっている場合は、戸籍抄本を提出してください。
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５　選 抜 方 法
　入学者の選抜にあたっては、研究または実務の業績（学術論文、研究報告、学会等における発表、卒業論文、著書、

特許等、または企業内実績、教育実績等）および口述試験の結果を総合して判定し、合格者を決定します。

　なお、口頭発表には書画カメラ又はプレゼンテーション用ソフトウエア（MS-Power Point 等）を用いてください。

（MS-Power Point 用ファイルは USB メモリか CD に入れて持参してください。その他のプレゼンテーションソフトウエ

アを用いたい場合は、ノートパソコンを持参してください。）

　　・口述試験時間

【配点】

６　試験日時及び場所
（１）試験日時

（２）試験場  

　　 山梨大学甲府東キャンパス　Ｔ－１号館２階　Ｔ１－ 22 教室

　　 （試験開始 20 分前までにＴ１－ 22 教室に集合してください。）

７　そ　の　他
　外国人留学生は、一般選抜試験を受験してください。

持続社会形成専攻 １０分 １０分

専　　　攻　　　名 口頭発表時間 試問時間

試　　験　　日

平成 26 年７月５日（土）

９時 30 分～

口　述　試　験

専　　　攻　　　名 口述試験 出願書類 合　計

持続社会形成専攻 90 適・否 90
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共　通　事　項

１　合格者の発表
　合格者の発表は、平成 26 年７月 18 日（金）17 時ごろ甲府東キャンパスＡ－２号館正面入り口に掲示するとともに、

合格者には合格通知書を郵送します。（電話等による合否の問い合わせには応じかねます。）
　なお、合格者の受験番号をホームページ（http://www.yamanashi.ac.jp）にも掲載します。

２　入学時期
　平成 27 年度前期学生募集志願者の入学時期については、志願者が入学時期を選択できます。

　出願時に、平成 26 年 10 月（後期）又は平成 27 年４月（前期）入学のいずれかから、自分の希望入学時期を選び、「入

学志願票」の入学希望時期欄に○印を必ず付けてください。

　また、出願後は、「入学時期の変更」が認められませんので、ご留意ください。

　なお、10 月（後期）入学の手続等について、不明な点がある場合は、教学支援部入試課までお問い合わせください。

３　入学手続
(１) 入学手続期間（予定）

　【留意事項】

①指定した期日までに入学手続を完了しなかった方は、本学への入学の意志がなく入学を辞退したものとして取り扱

います。

②入学手続には、本学の受験票の提示が必要となります。

(２) 納入金

　入学料 282,000 円（予定）

①銀行の窓口において、入学料を振込む際には、振込手続を行う方（振込名義人に代わって保護者等が行う場合にあっ

ては、当該保護者等）の本人確認書類（運転免許証、健康保険証、旅券など）の提示が必要となります。

②入学料は、入学時に改定されることがあります。また、既納の入学料はいかなる理由があっても返還しません。

(３) その他

入学手続関係書類は、別途郵送します。

4　授　業　料
　平成 26 年 10 月入学者は、後期分 267,900 円の予定です。

　平成 27 年４月入学者は、前期分 267,900 円（年額 535,800 円）の予定です。

・授業料は、予定額であり、入学時及び在学中に納入金の改定が行われた場合には、改定時から新たな納入金が適用

されます。

・授業料は原則、口座引き落としとなっています。手続については、別途案内します。

5　その他の経費
　学生教育研究災害傷害保険料等の経費が必要です。

6　長期履修制度
　本修士課程（工学領域）では、長期履修制度を実施しています。（社会人特別選抜１年コースを除く。）

　この制度は、職業を有していること等の理由により学習時間が制限される方のために、標準修業年限（２年）を超え

て一定期間（最長４年）にわたり、計画的に教育課程を履修し課程を修了することができる制度です。履修すべき総単

入学時期 入学手続期間

平成 26 年 10 月入学 平成 26 年９月 19 日（金）

平成 27 年４月入学 平成 27 年３月９日（月）～３月 15 日（日）
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位数は、２年で修了するものと同じですから、年間の時間的負担は相当軽減されることになります。

　本制度の手続等については、工学部支援課教務グループ（大学院担当）（電話　055-220-8730）までお問い合わせくだ

さい。

　なお、本制度の申請期限は次のとおりです。

　(1) ４月（前期）入学希望者　２月末日

　(2) 10月（後期）入学希望者　８月末日

7　そ　の　他
　奨学金を希望する方は、合格者発表後、教学支援部学生支援課（電話 055-220-8053）へ問い合わせてください。
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